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韓国民家における複列型間取りの諸形式と
その分布をめぐるいくつかの課題について
佐々木　史　郎
Ⅰ．序言
朝鮮半島の伝統民家における間取り形式分類の
第一段階として、まず、大棟の下に部屋を１列に
並べる方式と、2 列ないし 3 列に並べる方式とに
大別することが多い。これらをさす呼称は研究者
によって異なるが、本稿では張（1980）にならっ
て前者を「単列型」、後者を「複列型」とよぶこ
とにする。なお、漢字語によらない韓国語の在来
語彙では前者を「ホッチプ」、後者を「キョプチプ」
とよぶことも多い 1。また、真山（1940）はそれ
ぞれ「片通型」（ウェトンチプ）、「両通型」（ヤン
トンジプ）としており 2、北朝鮮地域を扱った文
献には、この表記がしばしばみられる（キム・ネ
チャン김내창 1992、金鴻植 1980 など）。この両
者の中の細分類やその相互の位置づけ、分布域の
推定などについては、これまで何人かの研究者が
試論を提示してきた（佐々木 2003、2006）。
ところで、この複列型・単列型という 2つの方
式はかなり明瞭な分布差を示しており、咸鏡南・
北道を中心とした朝鮮半島北東部一帯には複列型
間取りが、また、平安北道中部以南の半島北西部
から中西部、南部一帯には単列型間取りが卓越す
るとの認識は、1920 年代から研究者の間に浸透
するようになった。しかし、その後の調査研究の
進展によって、南部の済州島でも複列型間取りが
一般的であることが明らかにされ、さらに半島南
西部や西海岸島嶼など、かつて複列型間取りの分
布域の外と考えられていた地域でも、少数ながら
複列型間取りの民家が報告されるようになった。
加えて、北東部の複列型間取りの中にも一定の地
域差が認められるとの指摘もなされてきている。
本研究では、こうした状況をふまえ、既往研究
の照合を通して、複列型間取りの諸形式とその分
布、各類型間の比較等に関わるいくつかの課題の
所在を整理しておきたい。
なお、各種の複列型間取りの基本的特徴を模式
図に示すと、図 1のようになる。本稿では、前後
2 列に部屋が並んでいても、後列の部屋が前室に
付随する脇部屋的なものとしておかれているもの
は除外し、前後 2室がそれぞれ独立的な部屋をな
すとみられるもののみを複列型とみなすこととし
た。
Ⅱ．既往研究における調査地域
1．北東部の複列型間取り
筆者が収集・参照した既往研究において複列型
間取りが採録された市・郡名 3 およびその略位置
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1「ホッ」（홑）は一重（ひとえ）、「キョプ」（겹）は複数
の重なりを意味する。チプ（집）は家の意。
2 真山の原文では「ウエトングチプ」、「ヤングトングチプ」
と表記されているが、今日では音節末尾の「-ng」音を「−
ング」と表記するのは一般的でないので、本稿では「グ」
を省いて表記した。ハングル表記では「외통집」、「양통집」
（北朝鮮では「량통집」）。在来語彙の「ウェ」（외）に「片」
の字をあてたのは意訳表記。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3 調査当時の地名による。韓国では 1995 年に全国的な市
郡統合がなされたが、本図の作成に使用した文献はいず
れもそれ以前に発表されたものである。
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は、表1および図2のとおりである。これらのうち、
朝鮮半島北東部における複列型間取りの存在は、
朝鮮総督府の調査事業に従事した小田内（1923）
や今（1924）によって指摘され、さらに、全国的
な間取りの類型と分布を提示した岩槻（1924）の
研究を通じて、広く知られるようになった。とく
に各民家型の分布域を示した岩槻の地域区分図は
のちの研究に大きな影響を及ぼした。
しかし、実際にはこの時期に北東部地方で採
録・報告された事例の数はごく限られたものであ
る。小田内や今の報告に記載された咸興（ハムン）、
北青（プクチョン）、長津（チャンジン）はいず
れも咸鏡南道の地名であり、1945 年以前に咸鏡
北道の間取りが示されたのは、城津（ソンジン）4
での観察を記した真山（1940）の手記がほとんど
唯一であろう。村上（1916）や野村（1938）は調
査地として咸鏡北道や平安北道の地名をいくつか
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図 1．各種複列型間取りの模式図
a. 咸鏡南道長津郡（小田内 1924、図版第五）
b. 咸鏡道 ( 採録地不詳 )（金光彦 1988、158 頁）
c. 江原道三陟郡遠徳面梧木里（佐々木 1982、73 頁）
d. 慶尚北道盈徳郡知品面訥谷里（曺・池 1987、80 頁）
e. 江原道束草市中道門里（曺・池 1986、20 頁）
f. 江原道三陟郡遠徳面梧木里（佐々木 1982、74 頁）
g. 慶尚北道栄州郡栄州邑土屈里（金一鎮 1978、188 頁）
h. 京畿道甕津郡徳積面（金光彦 1988、218 頁）
. 済州道南済州郡表善面城邑一里（金鴻植 1978、38 頁）
j. 済州道南済州郡表善面城邑一里（金鴻植 1978、31 頁）
＊地名は採録当時のもの。
＊図中の「ｓ」表示は牛舎。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4 咸鏡北道南部の臨海都市。1953 年、「金策（キムチェク）」
に改名。
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道
市　郡　名 出　　　典
江 　原 　道
高城（コソン）郡 金鴻植（1977）、曺・池（1986）
束草（ソクチョ）市 曺・池（1986）、
麟蹄（インジェ）郡 柳・朴（1984）
襄陽（ヤンヤン）郡 柳・朴（1984）、曺・池（1986）、
溟州（ミョンジュ）郡 金鴻植（1977）、張（1975）、柳・朴（1984）
東海（トンヘ）市 徐（1986）、曺・池（1987）
旌善（チョンソン）郡 金鴻植（1977）、柳・朴（1984）
三陟（サムチョク）郡 金光彦（1972）、張（1975）、鶴藤（1975）、徐（1986、1987）、曺・池（1987）
平昌（ピョンチャン）郡 申・尹（1982）、申（1984）
横城（フェンソン）郡 金鴻植（1977）
慶尚北道
蔚珍（ウルチン）郡 鶴藤（1975）、金鴻植（1985）、曺・池（1987）、
盈徳（ヨンドク）郡 金一鎮（1978）、曺・池（1987）
安東（アンドン）郡 金一鎮（1978）
栄州（ヨンジュ）郡 金一鎮（1978）
京畿道楊坪（ヤンピョン）郡 金鴻植（1978）
京畿西海島嶼（白翎島、
大青島、延坪島ほか）
金光彦（1984）
忠北中原（チュンウォン）郡 金正基（1983）
槐山（クェサン）郡 金鴻植（1976）
全 　羅 　北 　道
任実（イムシル）郡 金光彦（1988）
金堤（キムジェ）郡 金光彦（1976）
高敞（コチャン）郡 金光彦（1988）
淳昌（スンチャン）郡 金光彦（1988）
長水（チャンス）郡 金光彦（1988）
鎮安（チナン）郡 金鴻植（1985）
南原（ナムォン）郡 金光彦（1979）
南
谷城（コクソン）郡 金鴻植（1987）
済 北済州（プクチェジュ）郡 藤島（1925）、張（1974b）、金鴻植（1978、1985）
南済州（ナムチェジュ）郡 藤島（1925）、張（1974b）、金鴻植（1978、1985）
道名欄のうち「忠北」は「忠清北道」、「南」は「全羅南道」、「済」は「済州道」の略。
便宜上、済州（市・邑）は北済州郡に、西帰浦は南済州郡に含めた。
表 1．既往研究における複列型間取り採録地域（市郡単位）
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あげているが、具体的な調査事例は示されていな
い。また、江原道の複列型間取りに実地の調査研
究が及ぶのは 1970 年代以降である。
南北分断が続く現在、韓国や日本の研究者が軍
事境界線以北で現地調査を行うことは事実上不可
能に近い。そのため、複列型間取りの調査研究は、
分断された江原道の南半部とそれに隣接する慶
尚北道北部に集中している。当初、岩槻（19234）
の示した分布図では、複列型間取りを特徴とする
「北鮮型」民家のおおよその分布南限が江原道南
部あたりにひかれていた。しかし、その後の研究
により、慶尚北道でも多数の報告例が出され、さ
らにて太白（テベク）山脈から分岐する小白（ソ
ベク）山脈沿いにもある程度の南下が確認される
ことから、張（1980）などによって修正が加えら
れている（図 3）。1970 年代以降に江原道および
慶尚北道で複列型間取りが採録された市郡数は、
筆者が把握しただけでも、江原道 10 か所、慶尚
北道 4 か所にのぼり 5、特に江原道三陟郡に多く
の研究者が目を向けている。
一方、朝鮮半島北部からの移住者の多い中国東
北部の朝鮮族居住地での民家調査は 1990 年代以
降、なんどか行われており、北朝鮮地域の民家の
状況を類推する上で、貴重な資料を提供している。
なお、北朝鮮地域の状況については、1960 年
代初頭のリ・ジョンモク（리종목）の研究を引用
した記載が韓国の文献の中にいくつかみられるが
（たとえば金光彦 1988）6、筆者はその原典を確認
していない。また、北朝鮮国内での研究成果の中
にも韓国や日本で入手できるものが若干あるが 7、
調査地の詳細を明記しない概説的な記載が多いた
め、分布や地域的傾向を考察する資料としては制
約が多い。
　
2．済州島の複列型間取り
済州島の民家が複列型間取りを基調とすること
は、藤島（1925）の研究を通して初めて知られる
ようになった。藤島はこの地域の間取りを、岩
槻（1924）が示した 5種の地方類型（北鮮型・西
鮮型・京城型・中鮮型・南鮮型）のいずれにも属
さないもので、「済州島型」とすべきであるとし
た。その上で、形態的には四つ目型プランの変型
とみなし、今（1924）の分類による北部型と一般
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図 2．既往研究における複列型間取りの採録地域
（市郡単位）
１. 咸鏡北道 ２. 咸鏡南道 ３. 平安北道 ４. 平安南道 
５. 黄海道 ６. 江原道 ７. 京畿道 ８. 忠清北道 
９. 忠清南道 10. 慶尚北道 11. 慶尚南道 12. 全羅北道 
13. 全羅南道 14. 済州道
（大韓民国の現行区分による。特別市、広域市、直轄市は
省略）
＊図中の表示は表１の諸研究による複列型間取りの採録
地域を市・郡単位の略位置で示したもので、個々の事例
の採録地点ではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
51995 年に全国的な市郡統合が行われる以前の市郡数。
6 金光彦（1988）は参考文献欄にリ・ジョンモクによる以
下の 3 点の著作をあげている。「우리나라 농촌 주택의 
류형과 그 형태 19 세기 중엽 ～ 20 세기 초엽」（1960）
「우리나라 농촌 주택 발전에 관한 민속학적 고찰」
（1960 ？）、「과거 우리나라 농촌 주택의 각 방의 리용
과 그 설비」（1961）
71990 年に平壌で刊行された北朝鮮の社会科学院民俗学研
究室編『朝鮮民俗風習』（사회과학원 민속학연구소『조
선민속풍습』）が 1992 年、朱剛玄（주강현）の解題を付
して、ソウルのソグァン学術資料社（서광학술자료사）
から原文のまま発行されている。また、筆者は北朝鮮書
籍の輸入業者を通じて、平壌の社会科学出版社発行の『조
선풍속사 3』（사회과학출판사、1992 年）を入手するこ
とができた。
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型 8 との折衷型と位置づけている。この立場は野
村（1938）も基本的に継承している。
韓国では張（1980）が済州島民家の間取りを複
列型に含めた分類を提示している。
その後、済州道が文化財調査や民俗村指定地域
の調査を積極的に行ったこともあり、同地域の民
家関係資料はかなりの蓄積をみた（金鴻植 1978
など）。
3．その他の地域の複列型間取り
上記の 2地域のほかに複列型間取りの民家が報
告されているところとして、甕津（オンジン）半
島沿海から京畿道西海岸にかけて点在する白翎
（ペンニョン）島・大青（テチョン）島・延坪（ヨ
ンピョン）島などの島嶼群（以下、京畿西海島嶼）9、
任実（イムシル）や金堤（キムジェ）をはじめと
する全羅北道各地、全羅南道南海岸の突山（トル
サン）島などが上げられる。
このうち京畿西海島嶼では、北東部の複列型
と類似の特徴を備えた複列型間取りが複数の島
に分布することが確認されている（金光彦 1984、
1988）。したがって、それらの間取りが、単なる
例外的な存在というより、一定範囲内に共通的に
みられる一つの類型とみなされることから、金光
彦は半島北東部の複列型間取りの分布域が滅悪山
脈をたどって西海岸島嶼にまで及んでいるものと
考えている（図 3右）。
また、全羅北道各地に点在するものは、図 5に
みるように、半島北東部にみられる代表的な複列
型間取りとはやや異なった特徴を示すが、いちお
う田字型間取りからの変形とみることができる。
金光彦はこうした間取りを全羅北道地方の庶民家
屋の典型的な形態と指摘している（金光彦 1988、
299 頁）。
これに対して、金桓圭（1983）が全羅南道南東
部の麗川半島に近い突山島で報告した事例は、江
原道などにみられる複列型間取りとの共通性がう
かがわれるが、その由来については慎重な検討を
要する。
図 3．張保雄および金光彦による複列型間取りの分布図
（左）張保雄（1980）原図、　（右）金光彦（1984）原図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
8 今（1924）の分類における一般型・北部型は、それぞれ
単列型・複列型に置き換えてよい。
9 甕津半島が属する黄海道は、朝鮮戦争（1950-53）の停
戦後、北朝鮮の領域となったため、その沿岸島嶼のうち
韓国の施政権下にある島嶼群は京畿道に編入されてい
る。
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Ⅲ．分布に関する課題
1．田の字型間取りの分布
各民家型の分布をめぐる議論は数多くなされて
きたが（佐々木 2003、2006）、咸鏡南・北道から
江原道一帯に卓越する田字型の間仕切り 10 を含
んだ複列型間取りの分布に関しては、以下のよう
な課題を指摘することができる。
すなわち、（a）西海岸の甕津半島およびその沿
岸島嶼方面への分布の実態、（b）小白山脈をたど
る南西方への分布の実態、（c）全羅南道・慶尚南
道の南海岸およびその沿岸島嶼への分布の実態、
などの解明である。
（a）については、金光彦（1984）が図示した
東朝鮮湾から甕津半島に至る帯状の地域が注目さ
れる（図 3右）。この一帯は彦真山脈・滅悪山脈・
馬息嶺山脈などが連なり、かつては漂泊的な火田
民の活動領域だったので、複列型間取りの分布域
とみる推論は十分妥当性をもつと考えられる。ま
た、金は前述の島嶼のほか、現在北朝鮮の領域で
現地調査が不可能な黄海道地方の状況について、
当該地方からの避難民への聞き取りにより、この
推論を補強している。
なお、北朝鮮文献の『朝鮮風俗史 3』および『朝
鮮民俗風習』11 に掲載された間取りによる民家型
分布図でも、同じ箇所に両通型（リャントンジプ、
複列型）12 と片通型（ウェトンジプ、単列型）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
104 室の間仕切りを文字通り田字形に直交させたものほ
か、間仕切りを若干ずらせた「食い違い田字」のものも
含まれる。
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図 4．北朝鮮文献にみる民家型分布図
（左）「住まいの基本類型分布図」（『朝鮮民俗風習』149 頁）
（右）「住宅の基本類型とその形態の分布」（『朝鮮風俗史』138 頁）
　　　　　　　　　　　　（図中の囲み、拡大と「三列屋」の表示は筆者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
11原書名はハングル表記。『조선풍속사 3』、『조선민속풍습』
12 図中の手書き凡例は「双通屋」（サントンチプ쌍통집）
となっているが、本文では「両通屋」という語を用いて
いる。
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混在地帯の表示がなされている（図 4）。これら
の北朝鮮文献の図には出典が示されていないが、
図 4 の右図はおそらくリ・ジョンモク（리종목
1960）の分類に依拠したものと思われる 13。
（b）については、岩槻や李泳澤が江原道南部
から忠清南・北道の北縁を通る一応の南限線を
ひいたが、その後の各種資料は、小白山脈をた
どって全羅北道東部にまで及ぶとした張（1974a、
1980）の見方を裏づけている。ただし、その地域
の複列型間取りには、田字型間取りの前列の一室
を土間にして、前庭側に開放させたり、その部分
を縮小して縁側にしたりするなど、単列型間取り
との中間的な間取りが含まれているものと思われ
（図 5）、この型の位置づけによって、複列型の南
限や漸移帯の捉え方も多少変わってこよう。
（c）については、前述のように金桓圭（1983）
が全羅南道突山島の複数地点で田字型もしくはそ
の変形とみられる間取りを確認したことを報告し
ているが、それが同島だけに生じた例外的な存在
なのか、それとも、リアス式海岸と多島海が広が
るその一帯で、ほかにも同様の間取りが存在する
のかは確認する必要がある。ただ、図 4の左図に
示した『朝鮮民俗風習』所収の民家型分布図では、
複列型間取りと同義の「両通型」（リャントンヒョ
ン；량통형）が慶尚南道から全羅南道にいたる南
海岸一帯で「片通型」（単列型）と混在する様子
が細長く示されており、注目される。筆者の知る
かぎり、日・韓の諸研究でこのような分布を主張
した例はないので、独自の根拠・判断によるもの
と思われる。
2．妻入り型民家の分布
1970 年代に江原道三陟郡で採録された妻入り
型民家は、韓国の民家研究史の中でも最も重要な
発見の一つといえよう。正方形に近い平面の特殊
性もさることながら、家屋の妻（つま）側に出入
り口を設けて大棟と平行に出入りする方式は、韓
国民家一般の平入り方式（家屋の長辺の側に設け
た出入り口から、大棟と直交する方向で出入りす
る）とは全く異なるものであった。
金光彦、張保雄、鶴藤鹿忠らがほぼ同時期に同
じ地域で同形式の民家を調査しているが、この出
入り方式の違いに着目して、それを妻入り型と規
定したのは張（1975）が最初である。韓国語には
日本語の平入り・妻入りに相当する語彙がなかっ
たことから、張は平入りに「前入」、妻入りに「側
入」という造語をあてた。この型の民家では、し
ばしば土間を南側におき、その後方に部屋を並べ
る方式をとって、妻側の出入り口を東西に向ける
ことが多いので、この「側入」という表現もある
程度実態を反映したものといえる。ただし、作業
場・干場となる前庭は妻側の出入り口の前に設け
d
c
b
a
図 5．変形田字型間取りの模式図
a．忠清北道槐山郡青安面雲谷里（金鴻植 1973、401 頁）
b．忠清北道中原郡沙味面新梅里（金正基 1983、78 頁）
c．全羅北道任実郡屯南面屯徳里（金光彦 1988、285 頁）
d．全羅北道鎮安郡聖寿面求臣里（金光彦 1987、238 頁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
13 金光彦（1988，6-7 頁）が紹介したリ・ジョンモクの分
類案と同一である。
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られることが多く、張はその方向を家屋正面とと
らえている。土間には平（ひら）側からも出入り
できるようになっていることが多いが、主たる出
入り口は妻側におかれる。
張は当初、この型の民家が、田字型間取りの平
入り型民家の間に化石的に残存したものと考え、
その分布域を江原道三陟郡の道渓邑新里や遠徳面
東活里一帯に限定して捉えていた。また、他の研
究者の間でも、一つの地域類型というより、ごく
局地的に形成された例外的な特殊間取りと受けと
める向きがあった。しかし、その後、その周辺地
域でも同様の間取りが相当数報告されるようにな
り（徐 1986・1987、朴 1999）、研究者の認識もあ
る程度変わってきた。また、慶尚北道北部の安東
地方でも妻入り型の存在が明らかにされている。
安東での採録間取りについて、報告者の金一鎮
（1978）はとくに妻入り型という事実には言及し
ていないが、彼の論文に収録された家屋の外観ス
ケッチ 2例は、あきらかに妻入り型と判断できる
ものである。
なお、金自身はその論文に取り上げた民家を「鵲
穴屋」（原語ではカチクモンジプ）14 とよんでい
る。これは、屋根の妻側に「カチクモン」という
換気孔があけられていることによる。この換気孔
を伴った屋根は、草葺き屋根では寄棟型に見える
が、板葺き・トタン葺き・瓦葺きの屋根では、小
型の破風をもつ入母屋型に見える。ただし、この
設備は妻入り型に限られるものではなく、平入り
家屋の屋根にも設けられている。
一方、北朝鮮の文献では、咸鏡南道の民家の中
で同様の間取りを「三列屋」（セキョプチプ）15
として上げており（図 6）、図 4 右のように、江
原道北部にその分布を示している。この分布図は
手描きの上、印刷が不鮮明で、個々のシンボルマー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
14「カチ」（까치）は鵲（かささぎ）、「クモン」（구멍）は
穴の意。張（1975）の論文では現地語彙で「カチクンイ」
（까치궁이）と記載されている。
15 세겹집
上写真の撮影方向
K
S
MM R
R R 
外観イラストの描画方向 
図 6．妻入り型間取り 2 態
（右）江原道三陟郡遠徳面梧木里の妻入り型間取り（佐々木 1982、74 頁）
（左）三列屋とその間取り（『朝鮮民俗風習』155 頁）
（土間部分を示す網かけは筆者）
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クの判別は難しいが、少なくとも咸鏡南道との道
界に近い江原道の北端部に記入された１つは三列
屋のマークに見える。江原道では南部の三陟地方
以外にこの型の報告例は確認していないが、もし
咸鏡南道あたりまで連続した分布がみられるとす
れば、周辺の複列型とは異なった原理で構成され
るこの妻入り型民家の間取りが従来の想定を超え
て、かなり広い範囲に分布していたことになる。
Ⅳ．地域間の比較に関する課題
1．咸鏡道地方と済州島の複列型間取りの比較
藤島（1925）が済州島民家の実地観察の所見を
発表した当時、奥行き 2 間の板間を中心にして、
その横に日字型に部屋をおく独特の複列型間取り
が注目された。のちの研究者の中には、直家（す
ごや）型平面の中央部におかれた板間 16 に着目し、
同じように直家型平面と中央の板間（大庁）を特
徴とする南部地方の民家と近似の形態とみる立場
もあったが（たとえば李泳澤 1965）、藤島自身は
当初から日字型の部屋配置の方に着目し、北部地
方に多い田字型間取りの変形との見方を示してい
た。金正基（1970）も、済州島民家の中に板間の
両側に日字型の部屋を配置する間取りがあること
にふれ、「住居によっては中央の板間を省くこと
も考えられ、その場合は田字型の間取りが形成さ
れうる」という趣旨の説明を行っている。
ただし、金正基のこの説明は、本土の庶民住宅
の状況を念頭においたものと思われ、済州島に関
しては妥当性に疑問が残る。家構に余裕がなけ
れば、板間を省略しても、床暖房を施したオンド
ル房を優先的に確保するというやり方は本土では
頻繁に起こりえても 17 、済州島では難しい。本土
に比べてオンドルの導入が大幅に遅れた済州島で
は、この板間こそが間取りの根幹であり、住生活
における必須の空間とされてきた。実際に済州島
の伝統民家の調査において、板間を欠いた田字型
の間取りが報告された例はない。
北部と済州島の複列型間取りの比較において着
目すべきなのは、むしろ田字型に発達する前の小
規模家屋の間取りの共通性ではないかと筆者は考
えている。すなわち、厨房の土間に面した広間と
それに続く前後２間の部屋からなる間取りは、広
間部分の床構造の違いを別にすれば、配列、機能
とも基本的に同一である（図 7）。早くから効率
的なオンドル機構を発達させてきた咸鏡道地方の
場合は、この広間が厨房のかまどの後方に仕切り
壁なしで続くオンドル部分となっており、鼎厨間
（チョンジュカン）とよばれる。一方、済州島民
家では、本土の民家とは異なり、厨房のかまどは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
16 この板間をさす「サンバン」（상방）という呼称にはし
ばしば「床房」という漢字があてられる。そのため、板
で床を張った部屋という意味に誤解されやすいが、この
呼称は構造ではなく、用途に由来するものであり、実際
には土間のサンバンも存在していた。
17 中央部の板間と直家型平面を南部地方の民家の特徴と
する岩槻（1924）の分類が示されたあとで、村田（1925）
は、南部地方でもむしろ板間を欠いた家の方が多いこと
を指摘した。村田（1925）「南鮮民家の家構私見（三）」『朝
鮮と建築』4輯 7号、32-39 頁。
b 
a 
c 
広間 納戸
図 7．咸鏡道と済州道の広間型間取り
a. 咸鏡南道北青邑（今 1924、46 頁）
b. 咸鏡南道長津郡（小田内 1924、図版第五）
c. 済州道南済州郡表善面表善里（張 1981、147 頁）
（図中の網かけは筆者）
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オンドルの暖房とは切り離されている。厨房に続
く広間（床房）はオンドルではなく、土間または
板間である。この部屋の床には、正方形の石で作っ
た囲炉裏状の炉が据えられることもある。
これら家屋中央部におかれた広間は、いずれも
食事、団らん、簡単な屋内作業、接客、就寝など
多様な用途に使われる多機能空間である。その点
では日本の広間型民家とも共通した性格がうかが
われる。また、厨房と反対側に日字型におかれた
2 部屋が前列の寝室と後列の納戸（物置部屋）と
して使い分けられるのも同様である。
張（1974b）は図 7 の c に示したような間取り
を「三室型」とよび、済州島民家の標準型ないし
基本形とみなしたが、a と b も一種の「三室型」
であり、咸鏡道地方において田字型間取りに先立
つ基礎的な構成とみることができよう。
2．全羅北道と江原道の田字型間取りの比較
半島南西部の全羅北道では、金光彦（1976、
1979、1988）や金鴻植（1985）が複列型間取りを
何例か報告している。それらの中には、文字通り
田字型の直交型間仕切りを施したもののほか、4
室のうち土間側の前室の奥行きを浅くとって間仕
切りにくいちがいをつけたものも含まれている。
これら全羅北道の事例を江原道のものと比べてみ
ると、土間から遠い側の後室を納戸にすることが
多いなどの共通点が見られる一方、顕著な違いも
いくつかみられる。
まず、前列土間側の 1区画が土間のほうにでは
なく、前庭に向けて開放されている点が全羅北道
の特徴である。この特徴は金鴻植（1976）や金正
基（1983）が示した忠清北道の事例でも認められ
る。江原道ではこの区画をオンドル房ではなく板
間や土間（封堂：ポンダン）18 にする場合、土間
に向けて開放させている。
また、江原道のくいちがい型間仕切りでは、前
列 2室の奥行きは同じにして、土間側の 1室の間
口を狭めるのに対して、全羅北道の場合はその 1
室の奥行きを浅くとり、間口は同じにしている点
が異なっている。さらに、江原道ではしばしば大
型土間の中に厨房とともに牛舎、臼部屋などを併
設するのに対し、全羅北道地方では、主屋の土間
は小さめにし、牛舎や作業納屋は別棟に設けるの
が通例である。
こうした違いの背景としては、冬季の厳寒や積
雪によって屋外での活動が制限されがちな江原道
地方と、冬季も前庭での作業が可能な全羅北道と
では、屋内作業用の土間への依存度が大きく異な
ることが上げられよう。したがって、後者では、
土間に近い方の前室は相対的に利用価値が低く、
前庭と後列の 1室をつなぐ漸移空間として位置づ
けられ、面積も縮小されて漸次縁側に移行してい
く傾向がうかがわれる。
しかし、全羅北道の北に位置する忠清南道や東
側の慶尚北道南部では、この種の間取りは確認し
ていない。したがって、全羅北道の複列型間取
りが、半島北東部の民家にみられる典型的な寒冷
地的特徴を退化させ、単列型間取りに移行してい
く際の中間的形態として位置づけていいかどうか
は、さらに検討が必要である。
3．妻入り型民家と口字型・逆U字型民家の比較
三陟郡で採録された妻入り型民家の事例の中
には、図 6 のような間口、奥行きとも 3 間ずつ
とった正方形平面の型とは別に、奥行き２間で部
屋部分が一列しかないものが含まれている（徐
1987）。また、前述の慶尚北道安東郡や栄州郡の
妻入り型もそれに近い形である（金一鎮 1978、
180-181 頁、188 頁）。
ところで、厨房を内包する土間の配置という点
からこれらの民家を見直すと、いずれも「前土間
型」の一種と捉えることができる。すなわち、周
囲の地形との関係で例外はあるものの、概して土
間を南面させてその後方に部屋をおくことが多い
のが、この型の特徴である。妻入り・平入りの別
や屋根の向きの違いを問わずに、前土間式という
点のみから他地域の民家に目を向けると、金光彦
（1983）が報告した京畿西海島嶼の間取りの中に
も複数の事例を確認することができる。この奥行
き 2間の前土間式間取りが 3間× 3間の妻入り型
の前段階に位置づけられるものとすると、この系
統の間取りは、平入り型が優勢になる以前の複列
型分布地域にかなり広範囲に存在していた可能性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
18 봉당。咸鏡道地方では「パダン」（바당）という表記も
みられる（金鴻植 1980、222-223 頁）。
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もある。
前土間式の家は概して屋内の採光に難があり、
家構規模が大きくなれば、一般に土間を側端部に
おいて部屋部分を直接南面させる間取りにしたほ
うが有利である。ただ、伝統民家のオンドル房は
壁面を大きくして開口部は小さくとるのが一般的
だったため、日中の屋内生活の便をあまり考慮す
る必要のなかった時代の庶民住宅では、採光確保
の優先順位はさほど高くなかったとも考えられ
る。
しかし、奥行きが深くなり、間取りが複雑化す
ると、ある程度外光の取り入れを図る試みも出て
くる。屋根の平面形を口字型や逆 U 字型にして、
中庭をおいた間取りはそうした試みの一つと考え
られるが、徐（1987）は、この口字型や逆 U 字
型の民家における部屋の配列が、妻入り型ないし
前土間型の間取りと共通性をもつことを示唆して
いる（図 8）。すなわち、妻入り型間取りの中央
部の 1間分を中庭に変えれば、単列曲家型の間取
りに近い形となる。特に厨房・内房（アンパン；
主寝室、主婦の居室となるオンドル房）・大庁（中
央部の板間）・越房（コンノンバン、副次的なオ
ンドル房、一種の離れ部屋）の順で単列式に並ん
だ部屋の列が L 字型に屈曲して中庭を囲繞する
形は、ソウル・京畿道地方に多いいわゆる「中部
型」19 の間取りを連想させる。
ソウルの伝統的な韓式住宅に代表される大庁を
ともなった L 字型や逆 U 字型の民家の系譜につ
いては、一般に都市の細分化された地割りの影響
や中国の建築様式の影響をうけた上流建築の模倣
という観点から説明されることが多い。しかし、
徐（1987）が示唆したように、前土間式の複列型
a
c
屋根の平面形 
d
b
図 8．口字型および逆Ｕ字型間取りの模式図
a．江原道三陟郡近徳面交可里（徐 1987、20 頁）
b．江原道三陟郡未老面古川里（徐 1987、22 頁）
c．京畿道甕津郡、延坪島（金光彦 1988、191 頁）
d．京畿道始興郡蘇莱面芳山里（金光彦 1988、205 頁）
＊図中の「md」表示は中庭。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
19 岩槻（1924）の民家型分類では「京城型」や「中鮮型」
とされたが、李泳澤（1965）以降の韓国の学界では「中
部型」という名称が多用されてきた。
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間取りが屋根を口字型や逆 U 字型に変えること
によって、曲家平面の単列型間取りに転化すると
いう流れが実在したとすれば、これもまた「中部
型」間取りの形成要因の一つとなりうる。あるい
は、逆にソウル・京畿道地方の単列曲家型間取り
の影響で、前土間式の複列型間取りから中庭囲繞
型の口字型・逆 U 字型の単列型間取りへの移行
が進んだという可能性も考えるべきかもしれな
い。
その意味で、単列曲家型間取りが卓越する中部
地方の外縁部にあたる江原道南部や慶尚北道北
部、さらに京畿西海島嶼群などにこうした前土間
式の間取りが点在することは、さまざまな検討課
題を内包しているといえよう。
Ⅴ．結びにかえて
本稿では、韓国の伝統的庶民住宅における複列
型間取りの諸研究をもとに、分布や伝播、地域間
比較といった地理学的な関心から、いくつかの検
討課題を抽出してみた。わずかに現存する古民家
や過去の文献から各種民家型の系譜とその形成の
背景を考えようとすれば、必然的にさまざまな類
推を含まざるをえず、実証的な解明にはなりきれ
ない部分が多い。しかし、韓国の地方民家研究に
ついては、これまでにかなりの量の蓄積がなされ
てきており、それらの調査資料の照合から、ある
程度の傍証や既存解釈の検証、新たな推論などを
導くことが可能のように思われる。その意味で、
これまで各地域で断片的に扱われてきた諸研究の
成果をさらに収集・整理し、朝鮮半島全体の中で
それぞれの民家型の位置づけを試みる作業も必要
なことであろう。また、本稿では忠清南道や慶尚
南道の状況についての検討がほとんどなされな
かったので、次稿ではその部分の考察も補いなが
ら、さらに検討を進めていきたい。
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한국민가에 있어서 겹집 평면의 여러 형식과 그 분포에 관한 몇가지 과제에 대하여
사사키 시로오
（佐々木史郎）
[ 요약 ]
한국 전통민가에 있어서 겹집 평면은 함경남북도 및 강원도를 중심으로 한 한반도 북동지방에 많이 분
포되어 있다는 것은 예전부터 널리 알려져 있었으나 , 그 후 그 분포지역의 남쪽 한계가 경북 및 소백산맥 
중간지점까지 내려 와 있다는 사실이 여러 연구자에 의해 확인되고 있다 . 또한 그 겹집 평면을 이루는 방 
배치형식에 다소 다른 점이 있기는 하나 , 옹진반도 주변의 이른바 경기서해도서지방를 비롯하여 , 제주
도 , 전라북도 , 전남 돌상도 등지에서의 겹집 분포도 지적되고 있다 .
본 논문에서는 그들 겹집에 관한 여러가지 연구과제 중 특히 각종 겹집 평면의 분포 , 그리고 함경 - 강
원도지방과 그밖의 각 지역에 분포하는 겹집의 비교에 관하여 기존의 여러 연구성과를 참조 , 정리하여 몇
가지 과제를 추출해 보았다 . 그 중에서도 특히 제주도와 함경도의 겹집 평면의 비교 , 이른바 측입 ( 側入 )
형 평면과 정지를 앞쪽에 둔 앞정지형 평면 및 ㅁ자형 내지 ㄷ자형 평면과의 비교 , 그리고 전라북도와 강
원도간의 田字형 평면 비교 등을 들어 검토해 보았다 . 그 내용은 대략 다음과 같다 . 
 제주도와 함경도지방의 겹집 평면 중 田字형으로 발달하기 전의 단계인 日字형 평면에 있어서 공통된 
특징을 볼 수가 있다 . 즉 , (1) 정지와 상방에 구들 2 칸 ( 또는 구들과 고방 각 1 칸 ) 이 日字형으로 부가
된 제주도식 三室型과 , (2) 정지 , 정주간에 방 2 칸 ( 또는 방과 도장 각 1 칸 ) 이 日字형으로 부가된 함경
도식 三室型의 이 두 가지 평면은 , 한가운데에 있는 상방 ( 마루 ) 과 정주간 ( 온돌 ) 이 서로 바닥 구조를 
달리 한다는 것을 제외하면 , 각 기능공간의 배치가 매우 흡사하다 . 이 사실은 온돌이 도입되기 전의 양쪽 
지역 민가의 공통적인 성격을 시사하는 것으로 짐작할 수도 있다 . 
김광언 (1983) 이 지적한 바와 같이 경기서해 도서지역에 분포되는 겹집 평면은 함경도지방에서 서남
쪽으로 이어지는 분포의 연장상에 있다고 보는 것이 타당하겠지만 , 전라북도지방과  강원도지방의 田字
형 평면에는 몇 가지 공통점이 있는 반면 , 정지 옆의 앞쪽 1 칸 부분의 성격에  큰 차이가 있다 . 즉 , 전북
지방의 경우는 , 뒷쪽의 안방과 앞마당을 연결하는 점이 ( 漸移 ) 공간으로서의 성격이 뚜렷하여 , 홑집 평
면의 발달과정에 있어 안방 앞에 툇마루가 나타나기 전의 단계인 과도형태로도 볼 수가 있다 .
강원도 남단부인 삼척지방에서 장보웅 (1975) 이 발견한 측입형 민가는 “까치구멍집” 이라고도 불리는 
비슷한 형태가 경북 안동지방에서도 확인되고 있으며 , 그 밖에 북한의 문헌에 의해 강원도 북단부에도 분
포하는 것으로 밝혀지고 있다 . 그런데 그 측입형 민가나 까치구멍집의 형태를 일종의 앞정지식 평면이라
고 본다면 , 그 분포를 경기서해도서지방까지 포함한 보다 넓은 범위로 수정할 필요가 있지 않을까 생각한
다 . 또한 그 앞정지식 평면은 ㅁ자형이나 ㄷ자형을 이룬 홑집과 흡사한 방 배치를 보이고 있다는 점에서 
보아 , 그러한 홑집 평면과의 관계도 깊이 검토해 볼 만한 과제라고 사료된다 .
 앞으로 한국민가의 겹집 평면의 지역적인 성격과 분포를 정확히 파악하기 위해서는 기왕의 연구가 미
흡한 충청남도 , 전라남도 , 경상남도 등 다른 지방의 실태도 자세히 밝히면서 보다 상세한 비교연구를 시
도할 필요가 있다고 본다 . 
（2008 年 11 月 10 日受理）

